資料5

本資料の構成概要と確認手順

資料3　丸亀市第4次地域福祉計画・地域福祉活動計画の体系・骨子（案）

１．資料の位置づけ
本資料は「丸亀市第4次地域福祉計画・地域福祉活動計画」の骨組みとなる基本理念、基本目標、行動目標を整理したものです。
　「丸亀市第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画」に、国の方針や次期計画に向けた課題を反映させて、整理しています。

２．資料の見方について
(1) 資料の構成について
●左側：「第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画」の基本理念・基本目標・行動目標を示しています。次期計画の策定にあたり、見直しの前提として整理しています。
●中央部分：国の方針、県の方向性、市の方向性、さらに次期計画に向けた課題を示しており、今回の見直しにおける視点を整理しています。
●右側：次期計画である「第4次地域福祉計画・地域福祉活動計画」の体系（案）を示しています。

(2) 主なポイント
【次期計画に向けた課題について】
　資料1現行計画の主な取組状況と評価及び次期計画に向けた課題
　資料2アンケート調査結果及び住民座談会の意見から見えてきた次期計画に向け
　　　　た課題
　上記2つの資料や国の方針、県の方向性、市の方向性を踏まえ、次期計画に向けた課題を示しています。

【第4次計画の基本理念について】
基本理念は「みんながつながり、みんなで支え合い、誰もが安全に安心して暮らせるまち 丸亀」としています。
これは現行計画を継承したものであり、国が掲げる「地域共生社会の実現」という理念に基づいており、普遍的な視点として今回も位置づけています。

【第4次計画の基本目標について】
基本理念を実現するための基本目標は、従来と同様に3本柱としています。ただし内容は、国の方針や重層的支援体制整備事業の導入を踏まえ、見直しを行っています。

基本目標１：みんながつながる 共感と交流の「地域づくり」
重層的支援体制整備事業に基づく「地域づくりに向けた支援事業」や「参加支援事業」を位置づけ、共感や交流を通じて多様な人々がつながる地域をめざすものです。

基本目標２：みんなで支え合う「ひとづくり」
　現行計画を踏まえつつ、行動目標に「福祉の専門職を育てよう」を新たに追加し、専門人材の育成・確保に重点を置いています。

基本目標３：安心した暮らしを支える 「しくみづくり」
　重層的支援体制整備事業の「包括的相談支援事業」「多機関協働事業」「アウトリーチ等を通じた継続的支援事業」等を位置づけ、住民の困りごとに寄り添った体制のしくみの強化を位置付けています。

基本目標についてのご意見があれば、意見書「3.基本目標について」にご意見をお願いします。

【第4次計画の行動目標について】
各基本目標に基づき、行動目標の見直しも行いました。見直しについては、国の方針、県の方向性、市の方向性に加えて、次期計画に向けた課題を踏まえて、見直しをしています。

主な変更点は以下のとおりです。

基本目標１において、「地域での活動を活性化させよう」を追加し、住民主体の地域づくりを進めていきます。また、新たに「多様な人が参加できるしくみをつくろう」を追加し、誰もが参加しやすい交流や通いの場を充実させます。
基本目標２において、「福祉の専門職を育てよう」を新たに設定し、人材育成と専門性の向上を推進します。
基本目標３において、「住民の困りごとに寄り添った支援の体制をつくろう」を新たに設定し、従来の「誰一人取り残さない支援体制」や「課題の深刻化を防ぐ体制」を包括した内容としました。また、「質の高い福祉サービスを提供しよう」を追加し、幅広いニーズに応えるサービス提供体制を整備します。

チェックいただきたいポイント👉
国の方針、県の方向性、市の方向性、加えて次期計画に向けた課題が反映された内容となっているかをご確認ください。
行動目標についてのご意見があれば、意見書「4.行動目標について」にご意見をお願いします。
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AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]
【本資料の構成概要と確認手順（動画での説明）について】
資料1～3の構成概要と確認手順につきましては、QRコードを読み取るか、または下記記載のURLへのアクセスにより、動画でもご確認いただけます。
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScNVfNZtONYDBDpWeiAuAN51XqGPlglzB3FmlONcLEoS6KbAQ/viewform
 ※動画での説明については、9月8日（月）午後1時からご覧になれます。
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